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第９章 調査研究

食鳥処理施設における の汚染状況とLi s t er i a monocyt ogenes
パルス フ ィ ールド ゲル電気泳動法によ る 疫学的解析
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発表者所属：1)東藻琴食肉衛検 2)保健福祉部保健医療局食品衛生課
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はじ め に

リ ス テ リ ア症は （ 以下 ） を原因菌と する人獣共通感染症であ り 、L. monocyt ogenes L. m
人に髄膜脳炎、 敗血症、 流死産などを起こ し 、 重症化する と 致死率が高い。 本菌は動物や
自然界に広く 常在し ており 、 食肉 や乳製品、 魚介類加工品など さ まざまな食品から も 検出
さ れている 。 今回、 食鳥肉における の汚染実態を把握する ため、 食鳥処理施設 にお1 ) 4) L. m

、 。ける 汚染状況調査を行い さ ら に疫学的手法 を用いて若干の知見を得たので報告する2) 6) 7)

材料およ び方法

管内A食鳥処理施設を対象と し 、 平成12年11月から 平成17年11月にかけて調査し た。 食
鳥処理施設環境と し て、 施設内機械・ 器具、 冷却水、 冷却後と 体を 、 食肉加工処理施設環
境と し て、 施設内機械 ・ 器具、 床、 扉、 作業者のエプロ ン 及び手袋、 カ ッ ト 後の精肉を菌
分離材料と し た。 試料はUVM培地で30℃48時間増菌培養後PALCAM寒天培地と CHROMagar Li s t
er i a培地 に塗沫し 37℃48時間分離培養し た。 リ ステ リ ア属菌を疑う 集落について生化学性

L. m Apa状試験を実施し た。 と 確認でき た菌株については、 血清型別試験およ び制限酵素に
Ⅰと Ⅰを用いてパルス フ ィ ールド ゲル電気泳動（ 以下 PFGE） を行った。Asc

成 績

53株が調査期間中に 分離さ れた。 53株のう ち 、 食鳥処理施設環境由来株が 8株、 食L. m
肉加工処理施設環境由来株 45株と 後者で多く 分離さ れた。 また、 と 体や精肉から の 分離株
は12株、 施設環境由来が41株であった。 血清型別では、 1/2a 34株、 1/2b 18株、 1/2c１ 株
であった （ 第1表 。 分離し た 53株は Ⅰに よ り 5種類の泳動像を示し た ( 第1図) 。 こ のう） Apa
ち ２ つのバン ド パタ ーン に大部分の株が分類さ れた ( B、 D) 。 Ⅰで大部分の株が示し たApa

、 、２ つのバン ド パタ ーン を示し た株は Ⅰにおいても 全て一致し たパタ ーン を示し た ( bAsc
d) ( 第1図 。 ま た、 どちら の株においても 平成12、 13、 17年と 同一 パタ ーンを示す株が検）
出さ れた。

考 察

リ ステ リ アは自然界に常在し ており 、 食肉生産動物の飼育環境にも 広く 分布定着し てい
る と 考えら れている 。 そ のため、 生肉への付着は避けら れない。 肉製品の汚染は乳製品1)

と 並び高く 、 ブロ ッ ク 肉よ り も カ ッ ト さ れた肉や挽き 肉などの手を加えら れた肉での汚染
率が高いと いわれている 。 今回の調査においても 、 の検出は食鳥処理施設よ り も 食3 ) 4) L. m
肉加工処理施設で高かった。 さ ら に、 加工処理作業者の使用し ている 手袋や使用器具など
の汚染率が高いこ と から 加工処理工程での食肉への二次汚染が考えら れた。 また、 本調査
の 結果から 数年にわたり 同じ 遺伝子型の の存在がPFGEによ り 明ら かになった。 こ のこL. m
と から 、 施設内での の常在化と 同じ 遺伝子型を持つ によ る持続的な汚染が示唆さ れL. m L. m
た。

、 。通常 生肉は加熱する こ と を考える と 感染のリ ス ク はそれほど高く ないも のと 思われる
健康成人では、 異常に高い菌数の汚染を受けた食品を摂取し ない限り 感染の恐れはないと
いわれている 。 し かし 、 リ ス テ リ アは多く の 食中毒菌と 異なる 重要な特性と し て、 10℃1)
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以下でも 増殖が可能であ り 、 特に非加熱喫食食品( r eady-t o-eat ) においてし ばし ば問題と
なる 。 そ のため低温保存・ 流通段階においても 注意が必要であ り 、 食品衛生上重要な菌の
ひと つである と いえる 。 今後、 引き 続き調査を実施し 、 施設側と 連携し て 汚染防止1 ) 5) L. m
対策を進める 。
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第1表 分離した の血清型と由来L.m
血清型 食鳥処理施設 食肉加工処理施設

環境 と 体 環境 精肉

1/2a 5 0 21 8

1/2b 1 2 13 2

1/2c 0 0 1 0

8 ( 15%) 45 ( 85%)

Ⅰ ⅠApa As c
血清型1/2a 血清型1/2b 血清型1/2a 血清型1/2b

M 1 2 3 4 5 M 6 7 8 9 10 11 MM

レーン 1 : Aパタ ーン 、 2 : Bパタ ーン 、 レーン 3 : Cパタ ーン 、 レーン 4 : Eパタ ーン 、 レ
ーン 5 : Dパタ ーン 、 レーン 6 、 7、 8 : ｂ パタ ーン 、 レーン 9、 10、 11 : dパタ ーン

第1図 分離し た の Ⅰと Ⅰによ る PFGE像L. m Apa Asc
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豚のエキ ノ コ ッ ク ス 症対策（ 第一報）
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はじ め に

多包虫 に よ る エ キ ノ コ ッ ク ス 症 （ 以下E症と 略す） はEchi nococcus mul t i l ocul ar i s
公衆衛生 の観点から 重要な疾病であ り 、 食肉 検 査 においては E症媒介動物の疫学調査
を 実施し て いる 。 近年では 、 豚 の E症は全 道的に増加傾向にあ り 、 当所 において も 例
外ではない。 ま た養豚農家の話では 、 豚舎周辺においては E症媒介動物であ る キ ツ ネ
の姿がみら れる と のこ と であ っ た 。 そ こ で今回、 養豚農家敷地内に駆虫剤入り ベイ ト
剤 （ 以下ベイ ト 剤と 略す ） を 散布し 、 キ ツ ネに摂食さ せる こ と に よ り 豚 の E症を 低下
さ せる 方法を検討し たので報告する 。

材料およ び方法

本調査の協力が得ら れた美幌町４ 養豚農家を 対象と し 、 平成１ ８ 年１ １ 月から 平成
２ ０ 年３ 月（ 予定 ） ま でベイ ト 剤を散布する 。 ま た 、 北見市端野町、 大空町女満別、
東 藻 琴を 非散布地域と し 、 各養豚農家から 当所 に搬入さ れた肉豚 に ついて 、 肝臓の E
症結節の有無を指標と し てベイ ト 剤の効果を検討する 。

結果およ び考察

散布地域であ る 美幌町４ 養豚農家での翌日摂食状況は約２ ０ ％～９ ０ ％であ っ た 。
摂食率に幅があ る のは養豚農家周辺に切り 立っ た崖があ る 、 巣穴から かな り の距離が
あ る と いっ た地理的要素が考え ら れた 。 冬期においては、 天候に よ り ベイ ト 剤が雪で
隠れてし ま っ たこ と があ っ たため、 春期に比べ摂食率が低下し た と 推測さ れた 。 肉豚
肝臓の E症結節の発生状 況は散布地域の美幌町では散布を 開始し た平成１ ８ 年 １ １ 月
がピ ーク でそ の後減少し た 。 非散布地域では大き な変化はな く ほぼ横ばいの発生状況
であ っ た 。 通常肉豚は約６ ヶ 月齢で と 畜場へ搬出 ・ 処理さ れる 。 こ のこ と から 、 肉豚
においてベイ ト 剤散布効果が期待でき る のは平成１ ９ 年４ 月頃から 搬出さ れる 肉豚で
あ る と 予想さ れる 。 平成１ ９ 年５ 月ま での 結果では、 散布地域の美幌町におけ る 肉豚
の E症結節の発生は平成１ ９ 年２ 月から 減少し ており 、 ベイ ト 剤の駆虫効果はあ る 程
度出ている と 思われた 。 今後も 継続し て調査を すすめベイ ト 剤の効果を検証し 、 エ キ
ノ コ ッ ク ス 感染低下の 一助と し たい。

【口頭発表】
・平成１９年度オホーツク獣医師会獣医学術研究発表会（北見市）

・平成１９年度日本獣医公衆衛生学会北海道地区大会（江別市）
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